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１．研究計画の概要 

（１）長期的目的：時間の流れと共に消失し

てしまいがちな舞踊を対象にモーションキ

ャプチャを利用してデジタル記録し、これを

後世に継承し、蓄積された舞踊データを定量

的に解析し、人類学的な考察を踏まえて、舞

踊とは何かを考察することである。（２）短

期的目的：上記のデータから舞踊の特徴を抽

出、分類、比較し、自然・社会・文化とのか

かわりを考察することである。（３）研究対

象：アフリカの伝統的な舞踊に絞った。無文

字社会であったアフリカの舞踊は、舞踊とは

何かを考察する上で重要であり、現代の芸術

（ジャズやブレイクダンス等）にも影響を与

えているため、そのルーツを知る上でも必要

だからである。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）モーションキャプチャを利用した舞踊

のデジタル記録：アフリカ（ナイジェリア、

エチオピア、タンザニア等）の舞踊を対象に

記録した。その収録過程は、①．高感度カメ

ラセッティング、②．キャリブレーション、

③．モーションキャプチャスーツ着衣、④．

マーカー付着、⑤．舞踊記録・計測、⑥．デ

ータ編集であり、タンザニアの舞踊に関して

は足底圧も計測した。 

（２）舞踊の動作データ解析：様々な観点か

ら、特徴量の抽出を行っている。例えば、熟

達度や男女差を表現する指標である。特に胴

体のポリユニット性を重要視した A.Lomaxの

指摘をもとに肩と腰の動作に着目し、①．正

面、②．側面、③．頭上からみた角度変化と

速度変化等を分析・考察し、アジアスポーツ

人類学会等で研究発表を行っている。 

（３）舞踊と自然･社会･文化に関する人類学

的考察：アフリカ（ナイジェリア、エチオピ

ア、ケニア等）において人類学的フィールド

ワーク(自然、宗教、教育、生業形態等に関

する聞き取り調査や実態把握)を行い、モー

ションキャプチャで得られた舞踊データを

様々な角度から考察し、さらにアフリカ人研

究者を日本へ招聘し、共同研究を行っている。 

（４）舞踊のデータベース化：上記の舞踊

のデジタルデータをデータベース化し、こ

れらを対象に3次元CGを用いて利用者が自

由に表示できるようにした。それによって

舞踊の動作特性がより鮮明に把握でき、フ

ィールドワークで得られた自然・社会･文化

に関するデータと関連付けることにより、

舞踊が自然環境や社会環境と深くかかわっ

ている事が理解しやすくなる。上記の舞踊

データをCGアニメーションにし、開発教育/

国際理解教育の教材として利用できるよう

に、DVD教材を制作した。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由）計画したようにアフリカの舞踊を対

象にしたデジタル記録を行い、人類学的なフ

ィールドワークをもとに考察を行いながら、

研究成果を発表している。当初の計画では、

ガーナが含まれていなかったが、2009 年度ひ

らめきときめきサイエンス事業が採択され

たこともあり、ガーナの舞踊をデジタル記録

することができた。しかし当初の計画では、

生体反応（筋電図等）の計測をする予定で 
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あったが、今のところ計測ができていない。 

 

４．今後の研究の推進方策 

（１）研究協力者：研究分担者である崔雄が

他大学へ転出したため、生体反応を計測する

ことがむずかしくなったが、研究協力者をさ

がす予定である。 

（２）充実したフィールドワーク：アフリカ

においてさらに充実したフィールドワーク

を行い、多面的な考察を行い、研究を深化さ

せる予定である。 

（３）総合的研究：上記のデジタルデータや

フィールドワークの成果をもとに総合的な

研究を行うため、ナイジェリアベニン大学教

員・C.Ugolo, A.Asagba 等のアフリカ人研究

者やナイジェリア国立舞踊団、ケニアの

Giriama 舞踊団、ガーナの Adzorwo 舞踊団の

舞踊家とも共同研究を行う。 

 

５. 代表的な研究成果            

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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